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市長「ハイブリッド授業」の対応に抗議し 

混乱・負担への対応を求める申し入れ 
市長の突然の発表、現場置き去りの 

方針公表に強く抗議・是正を求める 
枚方教組は、8月 31日、この間の市長の「ハイブリッド授業」方針の発表の対応に抗議し、市教

委として現場の負担と混乱へ対応し、デルタ株感染拡大を防ぐ取り組みを求める申し入れを行いま

した。 

枚方教組からは、有馬委員長、菅書記長が出席、市教委では学校教育部次長、教職員担当課長、

教育研修から応対しました。 

申し入れの中では、この間の「ハイブリッド授業」の突然の公表によって、現場が大きく混乱し、

保護者との間に軋轢や、不信につながるような事態も少なくないこと。 

とりわけ、市長の公表の仕方があまりにも現場を置き去りにした、頭ごなしのやり方で、現場教

職員に、大きな不満や怒りが広がっており、モチベーションにも深刻な影響が出ていることを、様々

な職場の声をもとに示しました。（申し入れ文は、裏面を参照） 

組合から、市長の Twitter 発表への強い抗議と、市教委としても同じように市長に是正を強く求

めるように要請しました。さらに、現場の検討の前に保護者向けに、実施方法などについて直接公

表するやり方への是正を強く求めました。 

市教委も、従前からハイブリッド授業の検討はしていたものの、今回の公表の仕方によって、現

場に負担がかかっている点について、申し訳ないと考えている旨が触れられました。 

現場負担軽減、授業時数の弾力的な対応こそ 
 このままでは、現場が倒れてしまう 
 突然の、ハイブリッド授業方針公表で、しかも、あれもこれもしなければならないかのような、

保護者向けリーフで、現場は、限界を超える負担に負われて、疲弊してきている事を示し、｢このま

までは現場が持たない、先生たちが倒れていく｣と、業務負担の軽減、授業時数の弾力的対応を強く

求めました。 

 今、学校は新学習指導要領で、タダでさえ限界を超える学習負担や、極めて高度な教育課題が求

められ、文科省が何度も業務削減、「働き方改革」を呼びかけている状態です。 

 しかし、現実には遅々として進まず、市教委のイベント事業、小学校の期末テスト、全国学力テ

ストの「自校採点」、中学校英語外部検定、チャレンジテスト、小学校すくすくテストなどが実施さ

て続けています。 

 病休、育産休も増加する中で、代替教員が来ない「教育に穴があく」事態も極めて深刻です。 

 さらに、コロナ感染対策の新たな負担がのしかかっているにもかかわらず、「ハイブリッド授業」

を突然実施さることは、現場ではありあないとしか言えないのが実感です。 

 子どもの感染が増え、学校の臨時休校も増える中、自身の子どものために学校に出勤できなくな

る教職員も各学校で増えており、文字通りこのままでは現場が持ちません。働き方改革・業務削減

はなかなか進まないのに、今回のようなとてつもない新たな業務負担は、なぜ、こんなにもすぐ決

定、実行されるのか、現場はどうしても納得できません。 

 大胆な現場負担の軽減、授業時数などでの柔軟な対応を市教委として早急に示し、現場が、感染

防止と、教育活動の維持に専念で出来る支援策こそ実行すべきです。 

 

感染防止の人の配置、必要な機材、予算こそ 
 養護教諭に検査業務を負わせてはならない 

 感染防止のために、とりわけ教職員、子どもへの不織布マスクの必要性が専門家からも提言され

ています。不織布マスク配布なども含めて早急に市教委として措置する事も申し入れました。 

 オンラインを活用するなら、常勤の ICT 支援員が全校に配置されて当然です。トイレ清掃も拡充

すべきです。 

 とりわけ養護教諭に大きな負担がかかっています。感染防止の対応、健康観察、市教委への報告、

さらには、猛暑の中での熱中症対応や、毎日のケガ・体調不良への対応、病院付き添いなどに息つ

く暇もありません。 

 緊急に業務サポートの人員配置を措置する事が不可欠です。 

 ましてや、文科省が配布を予定している抗原キットによる検査を、学校で実施させたり、保健室

で養護教諭に担わせるとはあってはならない点を強く要望しました。 

 

市教委 Q&A｢６時間実施する必要ない｣？ 
なぜ、初めからもっと明確に伝えないのか!? 

 市教委は申し入れの中で、「6時間すべてをオンラインで、あれもこれもやってもらおうという考

えではない、できるところからでかまわない、そのように考えて方針を作成した」と、市教委から

は説明がありました。また、「趣旨が十分伝わっていないことは残念に思っている」としていました。 

 方針発表後に現場に下ろされた市教委の Q&A では、「６時間ずっとライブ配信する必要はありま

せん。児童生徒がずっとライブ配信を見ることは、健康にも精神的にもよくないので・・・」とし

ていますが、現場で周知されているとは言えません。 

２４日の時点で保護者向けに、「こんなこともできる、あんなこともできる」と並べた方針を公表。

その中では、「教室と同様の学びをめざします」とまで打ち出しています。 

 学校で考えて、時間を限定したり、実技教科を配信しない学校では、保護者が問い合わせや苦情

を学校や市教委にうったえており、保護者との不信、軋轢を大きくしています。 

 この点についても申し入れの中で、現場に伝わっていない、もっと時間をかけたうえで、丁寧に

保護者にも示すべきではないかと、強く申し入れました。 
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市長のハイブリッド授業の対応に抗議し、 

現場の混乱・負担への対応、デルタ株の 
感染拡大防止の取り組み、を求める申し入れ 

  

デルタ株による新型コロナウイルス感染閣外は、学齢期の子どもへの広がりが顕著になってきて

おり、夏休み中にも感染の増加が報告されるようになってきています。感染者の拡大が止まらず、

専門家の間でも「災害時と同じ、自分の身は自分のみで守る」必要さえ言及されています。2学期が

始まる中でさらなる拡大を懸念する声が保護者の間からも出てきています。 

新型コロナウイルスの感染拡大のために、市教委としても、従来の感染対策にとどまらない、条

件整備、予算、対策の取り組みが求められます。 

また、２学期始業式の迫る８月２１日に枚方市長が Twitter で突然「ハイブリッド授業」を実施

すると投稿されました。 

その詳細が現場の教職員に知らされたのが保護者と同日の８月２４日（始業式の前日）であり、

現場の教職員も保護者も混乱の中で大きな負担や難しい選択を迫られました。 

さらに、保護者への通知内容は、教育委員会での正式決定の前に出されたことで、現場の混乱と

負担に拍車をかけました。 

現在の学校現場では人的にも物的にも課題山積の中で、時間のない中で具体的な対応の準備や授

業実施方法の検討におわれることになりました。 

中継用のタブレットの固定する三脚さえない、充電がもたない、接続が切れる、オンライン参加

の生徒にどうやって対応すればいいのか、課題の配布をどうするか、毎日の出席欠席確認とオンラ

イン参加者の把握をどうしていくのか、オンライン参加が増え、集団登校で上級生・班長のいない

児童や保護者へどう連絡したらいいのかなど、かつて経験したこともない事態の中で、膨大な課題

への対応で、大きな不満や強いストレスが現場の教職員にかかっています。 

保護者、子どもも、教育委員会からのお知らせを読み、大きな期待を寄せる一方で、想像と違う

オンライン授業に不満や不信の声を寄せる保護者も出てきています。 

 専門家が指摘するように、現在の状況の中で、感染防止のためには、人の動きを抑え、十分なデ

ィスタンスを確保し、飲食や対面での会話などの機会を極力抑える等の感染対策が必要です。 

しかし、市教委の対応には、従来以上の感染への不安に対して、それに見合うような方針が示さ

れているとは言えません。 

学校からの感染拡大を起こさないために、今こそ市教育委員会が、教職員とともに実効性のある

コロナ対策と学びの保障をどう実現するかについて、十分な対話と現場の実情・意見の反映の上で、

主体性を発揮して対処していくことを強く要請します。 

 

１． 市長が正式決定以前に、ツイッターなどで学校の対応方針について一方的に保護者に向け公

表することは、学校現場に混乱と大きな負担を引き起こし、子ども・保護者を不安にさせるう

え、学校への不信を拡大するものといえます。枚方教組としてこの点について抗議の意志を表

明するとともに、市教委として市長に是正を強く求めるように対応すること。 

２． 「ハイブリッド授業」について学校現場で準備や検討が出来ないうちに市教委が保護者向け

に、学校の実態を考えずに「実施可能な取り組み」を並べ立てることで、保護者と学校との関

係性を悪化させ、学校不信を広げることはあってはなりません。 

具体的なコロナ感染にかかわる学校対応や、教育活動については、現場の状況、子どもの状

況にかみ合うよう、学校現場への十分な説明や理解、意見反映の上で、市教委の取り組みを進

めることを強く求めます。 

３．オンライン授業で流される授業中の子どもの発言や作品を初めとした個人情報が、各家庭でど

のように流されているかも十分把握できていません。保護者や子どもに対して、個人情報の扱

いについて、十分な対策を検討した上で、丁寧な説明、理解を得る取り組みを行うこと。 

４． 本来の学習指導要領に示された教育活動をだけでも、抜本的な業務の見直し、削減が求めら

れるにもかかわらず、感染防止対策の業務負担がのしかかっており、病休・育産休代替の配置

も不十分な状況が広がっています。 

新たな取り組みを検討するに当たっては、教職員の業務量、人員配置、必要な機材など十分

な条件整備を行わずに実施しないこと。 

５． 他市では、分散登校や短縮授業、夏休みの延長などの対応がとられています。感染を防ぐた

めにも、教職員や子ども同士が十分な距離を保ち、接触機会、空気感染・飛沫感染の危険を防

止できる、教育条件の保障、施設器具などの条件整備、授業や教育活動運営の方針を示すこと 

６． 各学校が感染拡大防止を優先して対応できるよう、授業時数、学習内容の重点化など、｢災害

時の対応｣にふさわしい、弾力的で柔軟な扱い、対応を行うこと。 

７． 授業だけでなく、緊急事態宣言・自粛期間が長引いている中で、学校行事を保障していくた

めにも、市教委が学校に求める、教育課題やイベント事業、大阪府のチャレンジテスト、など

を抜本的な見直し・中止・参加見送りなどを行うこと。 

８． 職員室の執務環境、余裕のない働き方を早急に改善して感染対策を徹底すること。教職員へ

の十分な検査が可能となる仕組みを作るとともに、教職員、特に養護教諭に検査業務を負わせ

ないようにすること。 

養護教諭の負担がきわめて過重で、限界を超えるものとなっている点からも、スクールサポ 

ートスタッフなど人的な配置を緊急に行うこと。 

９． トイレ清掃など消毒作業、子ども・教職員への不織布マスク配布など感染防止のための人員

配置、予算の拡充を緊急に行うこと。 

                                          以上 

 


